
各
位

山
鹿
市
立
三
玉
小
学
校
百
五
十
周
年
記
念
事
業

協
賛
趣
意
書

謹
啓

残
夏
の
候
、
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

山
鹿
市
立
三
玉
小
学
校
は
、
明
治
七
年
に
上
吉
田
・
久
原
・
蒲
生
に
小
学
校
を
興
し
、
本
年
で
百
五
十

周
年
目
を
迎
え
ま
す
。
明
治
十
九
年
に
は
、
三
校
合
併
し
て
、
久
原
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
明
治
三
十
二
年
に
は
、
三
玉
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
、
三
玉
の
名
称
が
登
場
し
ま
す
。
そ
の

後
、
大
正
三
年
に
三
玉
尋
常
高
等
小
学
校
と
し
て
統
合
さ
れ
、
大
正
七
年
に
現
在
地
へ
移
転
し
、
昭
和

二
十
九
年
に
熊
本
県
山
鹿
市
立
三
玉
小
学
校
と
改
称
し
、
今
に
至
り
ま
す
。

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
・
ご
支
援
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
や
希
望
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
統
合
さ
れ
た
大
正
三
年
以
降
、
五
千
九
百
人
の
卒
業
生
を
輩

出
し
、
そ
れ
以
前
、
明
治
期
の
卒
業
生
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
社
会
で
広
く
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た

こ
と
は
、
皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
た
び
、
開
校
百
五
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
三
玉
小
学
校
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り

継
ぐ
た
め
、
百
五
十
周
年
記
念
行
事
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
新
た
な
歴
史

の
出
発
点
と
な
る
よ
う
、
校
区
の
皆
様
の
総
力
で
、
三
玉
小
学
校
の
益
々
の
発
展
と
飛
躍
を
願
い
、
未

来
へ
と
繋
ぐ
気
運
を
高
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
矜
持
を
も
っ
て
、
三
玉
小
学
校
の
関
係
者
を
中
心
に
、
三
玉
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
在
校
生
、
卒
業
生
、
校
区

の
皆
様
、
ま
た
こ
れ
ま
で
三
玉
小
学
校
の
教
育
活
動
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
教
職
員
の
皆
様
が
一
堂

に
会
し
、
三
玉
小
学
校
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
三
玉
地
区
の
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
行
事
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

記
念
行
事
は
、
令
和
七
年
二
月
十
五
日(

土)

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
出
費
多
端
な
折
り
、
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
本
趣
旨
へ
の
ご
理
解

と
ご
高
配
を
仰
ぎ
、
ご
寄
附
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
白

令
和
六
年
八
月
二
十
三
日三

玉
小
学
校
百
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長

脇
山

清
隆

副
委
員
長

山
本

一
成

山
鹿
市
立
三
玉
小
学
校

校

長

北
山

綾



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、

入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
入
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
鹿
市
立
三
玉
小
学
校
百
五
十
周
年
事
業
へ
の
ご
寄
附
に
つ
い
て

記

一
．
事
業
内
容

①
各
種
記
念
行
事
の
開
催

②
行
事
・
校
舎
・
児
童
等
の
様
子
の
デ
ジ
タ
ル
映
像
作
成

③
記
念
品
作
製

④
物
販

⑤
そ
の
他

二
．
寄
附
要
項

①

寄
附
金
額
は
、
一
口
千
円
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
口
以
上
の
ご
寄
附
に
つ
い
て
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
納
入
方
法

（
一
）
銀
行
振
込

【
金
融
機
関
】

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
口
座
名
義
】

三
玉
小
積
立
Ａ
（
ミ
タ
マ
シ
ョ
ウ
ツ
ミ
タ
テ
エ
イ
）

【
店
名
】

七
一
八

【
店
番
】71

8

【
口
座
番
号
】

普
通
預
金

3
7
1
1
1
6
4

※
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
振
込
手
数
料
は
、
ご
寄
附
者
様
の
ご
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
二
）
現
金
納
入

各
地
区
の
区
長
さ
ん
ま
た
は
、
学
校
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
納
入
期
限

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

(

金)

三
．
そ
の
他

①
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
百
五
十
周
年
記
念
事
業
関
係
で
の
み
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
山
鹿
市
立
三
玉
小
学
校

教
頭

森
本

(0
9
6
8
-
4
3
-
1
1
7
7
)

<

キ
リ
ト
リ>

寄
附
金
申
込
書

左
記
金
額
を
三
玉
小
学
校
百
五
十
周
年
記
念
事
業
費
と
し
て
寄
附
し
ま
す
。

御
住
所

御
芳
名

申
込
年
月
日

令
和

年

月

日

寄
付
金

口

金

円


